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経営理念

社　是

「知恵　それは無限の資産」

「実行　知恵は実行して実を結ぶ」

「貢献　実を結んで社会に貢献」

「知恵　それは無限の資産」

テクノロジー

「実行　知恵は実行して実を結ぶ」

事業ビジョン

「貢献　実を結んで社会に貢献」

社会的ミッション

アイサンテクノロジー株式会社

「より正確な位置を求める解析技術」を追求するという基本姿勢は崩さない。

ただし、関連する分野には前向きに挑戦していきます。

法令遵守を徹底したモラルの高い会社を目指し、

社員が長期に渡って活躍できる環境を作ります。

アイサンテクノロジーは「社是」を経営理念に据え、

最先端の技術と共に、「より正確な位置を求める解析技術」のスタンダードを目指し社会に貢献します。

行動方針

基本方針

Management Philosophy
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ごあいさつ
■平成 20年 3月期　事業報告
株主の皆様にはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は格別のご配慮を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて当第 38期（平成 19年 4月1日より平成 20年 3月
31日まで）の決算を行いましたので、その概要をご報告申し
上げます。

当社は、様々なシーンで測位される位置情報を高精度で解
析し表示するプログラム技術を、既存活用分野である測量設
計業・建設業・土地家屋調査士業界はもとより、近年求めら
れる「安心・安全」な社会インフラ整備への活用まで視野に
入れた分野にまで、積極的な営業展開を進めてまいりました。

主たる市場である測量業務分野においては、近年めざまし
い改良が進む現場作業での測位情報の効率的な収集・管理を
可能とする携帯機器の発売を開始し、現場作業で得られた情
報を安全に、かつ、安心して活用するための業務提案を積極
的に進めてまいりました。
さらには、ユーザーの求める様々な要望を製品開発の主要
テーマ「Fan！」として位置づけ、第 4四半期において「Wing 
Neo5」として販売を開始しました。

また、新規事業分野においては、各種行政手続きのオンラ
イン化を進める中で、普及に向け課題とされてきた事前手続
きも、制度導入当初と比較し現在では大幅に簡略化され、そ
の環境が整備されてまいりました。

こうした流れを受けて当社は、民間版各種行政手続きプロ
グラムのさらなる機能強化を図り、測量設計業・建設業・土
地家屋調査士業界を始めとして、周辺業界までをも視野に営
業展開を進めてまいりました結果、売上高は 1,716百万円
（対前年同期比 1.2％増）となり、営業利益は 127百万円（対
前年同期比 16.1％減）となりました。
また、製品開発に係るコスト上昇に対応すべく、販売費・一
般管理費の効率的な活用に努めるとともに、新規事業の展開
に向けた資金調達を実施したこと等により、経常利益は 114
百万円（対前年同期比 25.2％減）となり、財務基盤の安定を
図る方針から所有資産の再評価を実施したことにより当期純
利益は 39百万円（対前年同期比 43.7％減）となりました。

■今後の見通しについて
今後当社では、日々技術革新が進む測量技術と測量業界再編
の中で、長年に渡り培った位置情報に係る高精度な解析技術お
よび表示技術を既存業務分野に留まらず、飛躍的な発展を遂
げた国産宇宙開発技術をもとに平成 21年に打ち上げが予定さ
れる国産準天頂衛星を活用した様々な高精度位置情報ビジネ
スに参入し、当社の持つプログラム技術を様々なビジネスシー
ンに導入すべく技術提案およびビジネスモデルを提案し、新
たな収益基盤を構築する事が今後の経営課題であると認識し、
各業務分野において目標として掲げる経営計画を進めてまい
ります。

また、「安心・安全」な社会基盤構築に向けた技術提案を
始め、民間での様々なシーンでの活用を想定したプログラム
開発を進め、技術提案を進めることで、当社は「安心・安全」
な社会基盤構築のための「道しるべ」でありたいとの信念の
もと、プログラム開発技術の向上を目指してまいります。

株主の皆様におかれましては、今後ともより一層のご理解
を頂きまして、変わらぬご指導を賜りますよう宜しくお願い
申し上げます。

アイサンテクノロジー株式会社

代表取締役社長　柳 澤 哲 二

Message
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会社紹介
　アイサンテクノロジーは公共事業に関わる業種から「測量設計業」

「建設業」と不動産登記に関わる「土地家屋調査士業」の皆様を主た

るお客様としています。お客様へ「より正確な位置を求める解析技術」

をご提案することを基本とし、各業種・各業務ごとに抱える様々なお

困りごとに柔軟にお応えできる様々なソフトウェアやサービスを商品

としてご提案しております。

　お客様は測量設計業・建設業・建設コンサルタント業の約 55万社にのぼる市場。

土地家屋調査士の有資格者は全国に約 18,000人であり、不動産に関わる専門家

の方々です。

　測量・建設業のお客様に向けて、位置を求め、各種図面作成を効率
化する CADシステムの設計・開発・販売を行っております。

　CADにて図面を作成する以外にも、CAD図面を作成するために「測
る」ことを支援するソフトウェア、作成した CAD図面を「納品」す
ることを支援するソフトウェアというように多岐に渡りトータルでお
客様にソリューションをご提案してまいります。

　また、各種行政のオンライン申請手続きを支援するソフトウエアを
開発し、土地家屋調査士業をはじめとする士業の皆様にご提案を行っ
ております。今後、必要性がさらに高まるものと考え、事業を推進し
ております。

ソフトウェア・ソリューション事業

測る技術のご提案

描く技術のご提案

納める技術のご提案 　ソフトウェア導入後のアフターサービスの充実は品質の向上とともに
付加価値を高める要素として捉え、他社製品との差別化を図るための重
要なファクターとして位置づけております。

　品質の高いサービスを提供することが将来に渡ってお客様にご満足頂
き、長くご利用頂くための大切な要素と考え、事業を推進しております。

サポートサービス事業

　第３の分野として、業種・業界を問わず各種社内業務の IT化への要
望に対してアイサンテクノロジーの IT技術によって支援する事業も
行っております。

IT推進事業

製品紹介 建　設

Zero情報化施工パッケージ 施工管理

CVL-Manager M@TE EX II

測　る 位置を測り、座標を求めます。

描　く 測った位置を元に、点をつなげて図面を作成します。

納める 作成した図面を電子化して納品します。

Auto CAD R　Civil 3D R
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調査士

Field Solution Ⅲ

登記事務支援
WINGOLDIAR

測量設計

CVL-Manager M@TE EX II

Wing Neo

Pocket-PAS

Pocket-Neo
平成検地

59.7％
測量ソフト

3.9％
土木ソフト

18.5％
サポートサービス

11.3％
商品

6.5％
その他

38期販売実績構成比

Our Business and Values

（単位：千円）

測量ソフト 土木ソフト サポートサービス 商　品 その他 合　計

38期売上 1,024,448 67,523 317,579 194,584 111,964 1,716,103

37期売上 1,003,517 89,377 299,513 196,816 107,293 1,696,521

前期比 102.1% 75.5% 106.0% 98.9% 104.4% 101.2%

38期構成比 59.7% 3.9% 18.5% 11.3% 6.5% 100.0%

●サポートサービスは、保守料・インストール料などが含まれます。
●商品は、サプライ品・OS・汎用アプリケーションなどが含まれます。
●その他は、修理・賃貸料・業務支援料などが含まれます。
●記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

販売実績

Mobile-Neo
3次元座標計算 for

Auto CAD R　Civil 3D R
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第38期のアイサンテクノロジーの取り組み

IR活動への積極的な取り組み
　当社は IR活動に積極的に取り組んでおります。
株主・一般投資家の皆様に向けて IRメールマガ
ジンを発信、一般投資家向けの展示会への出展と
公正な情報発信に努めております。

新春ビジネスパートナーフォーラムを開催
　2008年 1月 11日に北海道から沖縄まで全国の代理
店を一同に集めて代理店会議を行いました。当社が協業
メーカーと共に推進するビジネスの説明やWingNeo5
の発表を行いました。

より良い業務環境を目指して
　仕事のボリュームに併せて働く時間を 1か月単位で調整できる制度や、よ
り客観的に人事を評価できる制度を導入しました。
　また、今後は育児支援制度についても整備をしていく予定です。

6 7 8 9
10

11

54

●新卒・中途採用
●  オンラインアップ
デートサーバ導入

● J-SOX取組開始

■測量・設計システム展 2007参加
■街区基準点セミナー　スタート
★株主総会開催
★株主懇談会開催

■㈱ピスク社と業務提携
●中途採用

◆チームマイナス６％参加
■ Pocket-Neo、Pocket-PASリリース
●中途採用
●基幹サーバ移設

●札幌営業所事務所移転

●就業規則（フレッ クス制度導入）改訂・人事考課規程改定
■ユーザー向け会員 WEBサイト＆サービスをリニューアル

●社内インフラ強化の取り組み

■販売事業の取り組み

★ IR活動の取り組み

◆特許、その他の取り組み
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地積測量図の世界座標を
付与する方法に関する特許取得

　当社は常に、最高・最良・最先端の技術を目指し、開発を
行っております。

保守会員向けサイトリニューアル＆電子マネー制度＆会員グレード制度導入
　当社ソフト保守サービス（ATMS）会員様向けのサポート
サイトを刷新しました。また、サービスのブランド力を高め
るために電子マネー（Edy）を利用したポイントサービスや
契約更新ごとにグレードが上がる制度を設けております。
お客様の視点に立ったサービスを提供しております。

11
12

1
2

3

●就業規則（フレッ クス制度導入）改訂・人事考課規程改定
■ユーザー向け会員 WEBサイト＆サービスをリニューアル

★ IRメールマガジンの開始

◆財団法人衛星測位利用推進センター 賛助会員へ登録
■ 3次元座標計算 for AutoCAD R Civil 3D Rリリース
★ IRフェアへ出展

■新春ビジネスパートナーフォーラムを開催

◆地積測量図の世界座標付与方法に関する特許を取得

■ WingNeo5リリース

（特許 4088234号）
39期へ

WingNeo5リリース
　当社主力測量 CADソフトWingNeoのバージョン 5をリリースいたしました。
今回はWingNeoの基本性能の大幅アップ以外にも情報共有を強化した機能
「Wing☆ Fan！」を新たに搭載しました。

TOPICS

TOPICS

TOPICS

TOPICS

TOPICS

TOPICS

Our Effort

TOPICS
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財務データ

貸借対照表 （単位：千円）

科　　目
前事業年度
平成19年

3月31日現在

当事業年度
平成20年

3月31日現在
科　　目

前事業年度
平成19年

3月31日現在

当事業年度
平成20年

3月31日現在

資産の部 負債の部

流動資産 1,216,782 1,407,467 流動負債 418,988 445,867

現金及び預金 600,067 766,095 支 払 手 形 10,715 6,801

受 取 手 形 154,084 162,950 買 掛 金 55,073 44,793

売 掛 金 339,569 392,144 短 期 借 入 金 14,300 －

たな卸資産 62,415 43,702 一年以内償還予定の社債 140,000 200,000

そ の 他 68,265 49,791 未 払 金 30,566 20,196

貸倒引当金 ▲ 7,619 ▲ 7,216 未払法人税等 54,074 69,824

固定資産 1,496,381 1,316,832 そ の 他 114,259 104,251

有形固定資産 922,529 876,949 固定負債 602,747 609,902

建 物 291,652 264,077 社 債 370,000 470,000

土 地 606,665 597,348 長 期 借 入 金 25,100 －

そ の 他 24,211 15,523 そ の 他 207,647 139,902

無形固定資産 205,042 139,004 負 債 合 計 1,021,735 1,055,769

電話加入権 4,718 4,718

ソフトウェア仮勘定 34,621 161
純資産の部

ソフトウェア製品 89,534 74,668
株 主 資 本 1,641,905 1,653,148

ソフトウェア 22,537 14,505
資 本 金 520,840 520,840

特 許 権 50,297 42,569
資 本 剰 余 金 558,490 558,490

実用新案権 3,333 2,380
利 益 剰 余 金 562,575 573,818

投資その他資産 368,809 300,877
評価・換算差額等 49,523 15,382

投資有価証券 129,588 67,928
その他有価証券評価差額金 49,523 15,382

そ の 他 239,220 232,949 純 資 産 合 計 1,691,428 1,668,530

資 産 合 計 2,713,164 2,724,300 負債純資産合計 2,713,164 2,724,300

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

財務諸表（要旨）

POINT

■流動資産
現金及び預金、受取手形、売
掛金の増加は社債発行による
資金調達、売上高の増加によ
るものであり、たな卸資産の
減少は商品除却損の計上によ
るものであります。

POINT

■流動負債
支払手形、買掛金の減少は、
仕入高の減少によるものであ
り、一年以内償還予定の社債、
未払法人税等の増加は社債発
行、売上高・利益の発生等に
よるものであります。

POINT

■無形固定資産
無形固定資産の減少は、ソフト
ウェア製品、ソフトウェア、特
許権並びに実用新案権の減価
償却等によるものであります。

POINT

■有形固定資産
有形固定資産の減少は、減価
償却並びに建物・土地の売却
によるものであります。
※ 法人税法の改正に伴い、有
形固定資産の減価償却の方
法を改正後の法人税法に基
づく減価償却の方法に変更
しております。

POINT

■純資産の部
純資産の部の減少は、プログ
ラム準備金の取崩し並びにそ
の他有価証券評価差額金の減
少によるものであります。

POINT

■固定負債
社債の増加は新たに社債発行
を行ったためであり、長期借
入金の減少は一括返済を行っ
たためであります。
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損益計算書 （単位：千円）

科　　目
前事業年度

平成18年4月 1 日から
平成19年3月31日まで

当事業年度
平成19年4月 1 日から
平成20年3月31日まで

売 上 高 1,696,521 1,716,103

売 上 原 価 385,674 422,522

売 上 総 利 益 1,310,846 1,293,581

販売費及び一般管理費 1,158,606 1,165,793

営 業 利 益 152,239 127,787

営 業 外 収 益 8,525 5,385

営 業 外 費 用 7,564 18,548

経 常 利 益 153,201 114,624

特 別 利 益 － 390

特 別 損 失 11,497 39,323

税 引 前 当 期 純 利 益 141,703 75,691

税 金 費 用 66,855 36,250

当 期 純 利 益 74,848 39,440

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

当事業年度における株価推移と出来高

売上高・売上原価・販売費及び一般管理費
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売上高営業利益率の推移
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POINT 【損益計算書のポイント】
売上高は前期と比較し 1.2％増加しました。一方製品開発に係るコ
スト上昇に対応すべく、販売費及び一般管理費については、従来以
上の効率的活用を進めると共に、次期製品開発並びに新規事業展開
に向けた資金調達に係る社債発行、商品除却損計上等を行った結果、
当期純利益は 39百万円となりました。
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株主資本等変動計算書
（平成 19年 4月 1日から平成 20年 3月 31日まで） （単位：千円）

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
資　本　金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

その他有価証券
評価差額金

平成19年 3 月31日残高 520,840 558,490 562,575 1,641,905 49,523 1,691,428

事業年度中の変動額

プログラム準備金の取崩 － － －

別途積立金の積立 － － －

剰余金の配当 ▲ 28,197 ▲ 28,197 ▲ 28,197

当期純利益 39,440 39,440 39,440

株主資本以外の項目の事業年度中の変動（純額） ▲ 34,141 ▲ 34,141

事業年度中の変動額合計 － － 11,243 11,243 ▲ 34,141 ▲ 22,898

平成20年 3 月31日残高 520,840 558,490 573,818 1,653,148 15,382 1,668,530

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

キャッシュ・フロー計算書 （単位：千円）

科　目
前事業年度

平成18年 4月 1 日から
平成19年 3月31日まで

当事業年度
平成19年 4月 1 日から
平成20年 3月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 171,038 71,170

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲ 88,153 2,456

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲ 175,773 92,400

現金及び現金同等物の増減額 ▲ 92,888 166,027

現金及び現金同等物の期首残高 612,950 520,067

現金及び現金同等物の期末残高 520,067 686,095

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

財務データ
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株式の状況 （平成 20年 3月 31日現在）

株主メモ　1

大株主の状況 （平成 20年 3月 31日現在）

会社の概要 （平成 20年 3月 31日現在）

発行可能株式総数 15,998,000株

発行済株式の総数 4,699,600株

株主数 981名

資本金 520,840千円

一単元の株式数 100株

上場証券取引所 ジャスダック証券取引所 

証券コード 4667

株　主　名 持　株　数 議決権比率 

加藤清久 
株

1,700,400
％

36.18

有限会社アット 304,000 6.46 

三菱電機株式会社 220,000 4.68 

株式会社トプコン 180,000 3.83 

アイサンテクノロジー
従業員持株会 

179,500 3.81

安藤和久 167,000 3.55

竹田和平 120,000 2.55 

宗次德ニ 59,500 1.26

有限会社キーノスロジック 59,000 1.25

三菱電機インフォメーション
システムズ株式会社 

50,000 1.06 

株式会社シーティーエス 50,000 1.06 

株式会社水上洋行 50,000 1.06 

日本GPSソリューションズ
株式会社 50,000 1.06 

商　号 アイサンテクノロジー株式会社
AISANTECHNOLOGY CO,.LTD.

設　立 昭和45年8月

資本金 5億2,084万円

主な事業内容

1．�公共測量・登記測量・土木建設業向け CAD
システムの設計・開発・販売及び保守業務

2． Webグループウェア・モバイルシステムの
設計・開発・販売及び受託開発業務

3． 世界座標化への解析ソフト・変換モジュール
の受託開発業務

取締役および監査役 （平成 20年 6月 25日現在）

代表取締役社長　柳澤　哲二
取　　締　　役　加藤　　淳
取　　締　　役　野呂　　充
取　　締　　役　中村　孝之

常 勤 監 査 役　神野　照朗
監　　査　　役　村橋　泰志
監　　査　　役　柳澤　逸司
監　　査　　役　中垣　堅吾

（注） 監査役のうち村橋泰志、柳澤逸司、中垣堅吾の各氏は、会社法第 2条16号に定める
社外監査役であります。

主な事業所 （平成 20年 6月 25日現在）

札幌営業所（札幌市）
仙台営業所（仙台市）
東京営業所（東京都世田谷区）
静岡営業所（静岡市）
大阪営業所（大阪市中央区）

神戸営業所（神戸市）
広島営業所（広島市）
四国営業所（高松市）
福岡営業所（福岡市）

本　　　　社

尾張旭事業所

営　業　所

愛知県名古屋市中区錦 3丁目 7番 14号 ATビル

愛知県尾張旭市東本地ケ原町 1丁目 77番地



株主メモ

株主メモ　2

事業年度 4月 1日～翌年 3月 31日

期末配当金
受領株主確定日

3月 31日

中間配当金
受領株主確定日

9月 30日（中間配当を実施する場合）

定時株主総会 毎年 6月

株主名簿管理人 三菱 UFJ信託銀行株式会社

同連絡先

三菱 UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒 137-8081
東京都江東区東砂七丁目 10番 11号
TEL：0120-232-711（通話料無料）

同取次所
三菱 UFJ信託銀行株式会社　全国各支店
野村證券株式会社　全国本支店

上場取引所 ジャスダック証券取引所

公告掲載方法

電子公告
　公告掲載 URL　http://www.aisantec.com/
（ただし、電子公告によることができない事故、その他のや
むをえない事由が生じた時には日本経済新聞に公告いたし
ます。）

ホームページのご案内

　株式に関するお手続き用紙（届出住所・印鑑・姓名等の変更届、配当金振込指
定書、単元未満株式買取請求書、名義書換請求書等）のご請求につきましては、
上記株主名簿管理人にてお電話ならびにインターネットにより 24時間受け付け
ておりますので、ご利用ください。

0120-244-479（三菱 UFJ信託銀行本店証券代行部）

0120-684-479（三菱 UFJ信託銀行大阪証券代行部）

URL　http://www.tr.mufg.jp/daikou/

　なお、株券保管振替制度をご利用の株主様は、お取引口座のある証券会社にご
照会ください。

お知らせ《株式に関するお手続き用紙のご請求について》

　当社ホームページでは、本報告書ではお伝えしきれない IR情
報など、様々な情報を掲載しております。是非一度ご覧ください。

http://www.aisantec.com/

アイサンテクノロジーホームページ

http://www.aisantec.com/info/ir_mail.html

　株主・投資家の皆様に対して、企業情報や財務情報をはじめ
として、事業活動やその動向を月 1回以上紹介しております。
当社をよりご理解いただくためにも是非ご登録ください。
（パソコンのメールアドレスへのご登録に限ります）

アイサンテクノロジーＩRメールマガジン

TOPページ

IRページ
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